
70ドル台前半まで反発、EUが対ロシア追加制裁
NY原油先物相場は、1バレル=67ドル水準から71ドル台前半まで切り返す展開になった。シリアの内戦

激化でアサド政権が崩壊したが、原油供給環境に対する影響は軽微との見方から、週前半は60ドル台後

半で売買が交錯した。しかし、12月11日に欧州連合（EU）各国の大使がロシアによるウクライナ侵攻

に関して新たな制裁を科すことで合意すると、ロシア産の供給不安を織り込む形で70ドル台を回復した。

米欧がイラン核開発に対する制裁措置を再発動する可能性が警戒されたことも、週末に向けて原油相場

をさらに押し上げた。

EＵは16日に開催される外相会議で、ロシアに対する第15次制裁を正式に承認する見通し。ロシアが制

裁を回避して石油取引を行うために利用している「影の船団」が制裁対象になる。老朽化して所有権が

不明であり、保険適用も行われおらず、位置情報も不明のタンカーがロシア産石油の輸送を行っている

とみられるが、EUはそこに対する制裁を強化することになる。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（12月6日時点）は、原油が前週比143万バレル減、ガ

ソリン509万バレル増、石油精製品が324万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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ロシアとイラン制裁の動きに要注意も、上昇余地は限定的か
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【展望】

安値圏で売買が交錯しているが、70ドル台では売り妙味が大

きい。前週は欧州連合（EU）が対ロシア追加制裁で合意した

ことが、原油相場を押し上げた。米国でもトランプ新政権へ

の移行前に追加制裁を行うべきとの議論があり、新たな制裁

措置が発表されるとアルゴ系ファンドが買いで反応する可能

性は想定しておく必要がある。また、イラン核開発問題を巡

る議論が活発化していることにも注意が求められる。ただし、

供給環境に大きな変化がみられないのであれば、先高観の形

成は難しい。改めて上値の重さを再確認する見通し。

国際エネルギー機関（IEA）は12月12日に発表した月報で、

2025年は石油輸出国機構（OPEC）プラスが減産縮小計画に

着手しない場合でも、日量95万バレルの供給過剰が発生する

との見通しを示している。OPECプラスが計画通りに3月末か

ら減産縮小に着手すると、140万バレルまで供給過剰が拡大

するとした。何ら供給障害が発生しない場合には、需要の伸

びをカバーする十分な供給量が確保される見通しであり、価

格リスクは下向きになる。

一方、IEAも市場ショックが事前の警告なしに発生する可能

性には注意喚起を行っている。シリアの内戦を受けて周辺の

地政学環境が不安定化しているが、改めてイスラエルとイラ

ンの軍事衝突といった動きが見られると、75ドルの節目に迫

る可能性は排除されていない。

12月17～18日には米連邦公開市場委員会（FOMC）が開催

される。0.25％の追加利下げが確実視されているが、2025

年の利下げペースについては不確実性が大きい。ドルの反応

にも注目したい。
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小菅努（こすげ・つとむ）プロフィール

1976年千葉県生まれ。筑波大学社会学類卒。商品先物会社の営業本部、ニュー

ヨーク事務所駐在、調査部門責任者を経て、2016年にマーケットエッジ株式会社

を設立、代表に就任。金融機関、商社、事業法人、メディア向けのレポート配信、

講演、執筆などを行う。
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